
開催日
令和４年５月７日・５月１４日・５月２１日・５月２８日
令和４年６月２５日・７月１６日・７月１６日・８月１７日

主催者 認定ＮＰＯ法人スポーツアカデミー

事業の成果

・高齢者のスポーツ活動支援や参加者の健康増進についての取り組みは不十分であった。反面、
ジュニア世代の意識高揚、競技力の向上は図れたと感じる。・行政機関の協力を得て、広報できた
ことは今後に生かせると考えている。本事業において、新規会員69名を獲得できたことが大きな成
果であった。

事業に対する評価

・トップアスリートから直接指導を受けることで、意識や技能を向上させることができた。
・スポーツの楽しさを伝え、スポーツをする子どもたちを増やすことができた。
・地域住民の健康に関する意識を高めたり、地域コミュニティを推進したりについては課題が残っ
た。

実施事業の種類
「体験会等の開催」の
み

※左の欄の3パターンのいずれかを選択してください。

実
施
し
た
事
業
の
内
容

新規会員獲得数 69

実施内容

・サッカーにおける基本動作のトレーニング、ゲーム形式でのトレーニングを実施。
・サッカーワールドカップ等の体験談や金メダルの披露。
・バレーボールにおけるリズム運動でアップを行い、強打の打ち方からアタック練習を実施。
・体操では柔軟体操やマット運動、跳び箱運動の練習や模範演技を実施。
・陸上は必要な基本動作や走り方の練習をして、みんなでリレー競争を実施。

地域住民参加割合 99.9 ％

令和４年度　事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

新規会員獲得事業

助成事業者名 認定NPO法人スポーツアカデミー

事業名 スポーツアカデミー新規会員獲得事業

人
※令和4年度に獲得した新規会員数を記入すること（助成対象事業以外の
要因で獲得した人数も含めること）。

〔体験会等の開催〕

区分経理状況
助成対象者が行うその他のスポーツ教室や大会等と、実
施した助成事業が事業上及び経理上、明確に分かれた活
動になっているか

参加対象者 小学生と中学生

共催者 特になし

開催場所
海上コミュニティ運動公園・旭市サッカー場（しおさいスタジアム）
旭市総合体育館メインアリーナ・サブアリーナ

募集方法
ＳＮＳで募集したり、旭市教育委員会及び子育て支援課などの行政機関へ広報依頼を行った。市内
小学校・中学校より子どもたちへ配布して募集を行った。

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

46 人 総参加人数 366 人

世代

参加者数

開催期間内の
事業実施回数

8 回

地域住民の総参加人数 366 人

はい いいえ

～19歳 40～59歳20～39歳 60歳～



令和４年度　事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

新規会員獲得事業

助成事業者名 認定NPO法人スポーツアカデミー

事業名 スポーツアカデミー新規会員獲得事業

実
施
し
た
事
業
の
内
容

〔広報媒体の作成・提供〕

広報媒体の最終提供（発送）
日

令和 年 月 日

提供時期・回数

広報媒体の内容

提供方法

提供先

主な提供先

対象世代

配布総数 部/1事業

※上記いずれかの公表が必要です。

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 聞き取りにて満足度を把握した。

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（SNS募集）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（SNS掲載）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

行った 行わなかった

～19歳 40～59歳20～39歳 60歳～

HPに当該情報の告知ページを設けた

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で当該情報を告知した

特定の個人・団体へ当該情報を展開した

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他


